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「新型コロナ感染者数」などの分析［第１１報］ 

１． はじめに 

前回（４／１）は、朝日新聞（Ｒ４．３．３０）朝刊に掲載されたデータを分析して報告した。 

今回（９／１）は、朝日新聞（Ｒ４．８．３１）朝刊に掲載されたデータを用いて分析してみた。 

（注１）国際保健機構（ＷＨＯ）が分類した新型コロナウイルスの変異株は、次のとおりである。 

呼び方（ギリシャ文字） 見付かった国（発見年月） 感 染 力 

アルファ株（α） 英 国（２０年９月） 従来の１．５倍 

ベータ株（β） 南アフリカ（２０年５月） ５割程度強い 

ガンマ株（γ） ブラジル（２０年１１月） １．７～２．４倍 

デルタ株（δ） インド（２０年１０月） アルファ株より５割強い 

オミクロン株（ο）BA.1 南アフリカ（２１年３月） デルタ株の３－４倍 

オミクロン派生変異株 BA.2 欧州（２１年１１月） オミクロン株 Ba.1の１．４倍 

オミクロン派生変異株 BA.5 欧州（２２年２月） オミクロン株 Ba.2の１．３倍 

『ケンタロウス』 

オミクロン亜株 BA.2.75 

インド（２２年６月） ［オミクロン株 Ba.1の３倍］ 

オミクロン株 Ba.5の１．６倍 

 日本では、２０２１年夏「デルタ株」が広がり、現在は「オミクロン株」が猛威を振るっている。 

（注２）ブレイクスルー感染：ワクチン接種を受けた人が、新型コロナウイルスに感染すること 

ブースター接種：二回・三回ワクチンを接種した人が、三回目・四回目の追加接種を受けること 

 ※厚生労働省は、二回以上接種した人に対して、オミクロン対応のワクチン接種を検討している。 

 そこで、四回目の追加接種を受けた高齢者は、五回目接種はオミクロン対応のこのワクチンになる。 

 

２．「新型コロナ感染者数」の都道府県別分析 

都道府県別のコロナ感染者数は多い順に、上段の数値データであった。※下段は前回数値データ 

次に、人口千人あたりの感染者数を算定すると、右端の結果となった。[＋]は前回からの増加分 

都道府県名 感染者数[増加分＝新規感染者] 人口数（千人） 感染者数／人口千人 

東京都★ 

 

①２，９１０，４２３[＋1,677,284] 

１，２３３，１３９[＋857,941] ① 

１４，０１０(1) 

１４，０６４(1) 

③２０７．７[＋119.7] 

８７．７[＋61.0] ② 

大阪府☆ 

 

②１，９０４，１１０[＋1,117,485] 

 ７８６，６２５[＋587,270] ② 

８，８０６(3) 

８，８４２(3) 

②２１６．２[＋126.9] 

８９．０[＋66.4] ① 

神奈川県★ 

 

③１，３５０，１５４[＋756,437] 

 ５９３，７１７[＋426,255] ③ 

９，２３６(2) 

９，２４０(2) 

⑪１４６．２[＋81.9] 

６４．２[＋46.1] ④ 

愛知県 

 

④１，１９７，３３０[＋788,599] 

  ４０８，７３１[＋303,317] ⑤ 

７，５１７(4) 

７，５４６(4) 

⑨１５９．３[＋104.9] 

５４．２[＋40.2] ⑪ 

埼玉県★ 

 

⑤１，０５６，２４７[＋636,073] 

 ４２０，１７４[＋305,582] ④ 

７，３４０(5) 

７，３４６(5) 

１４３．９[＋86.7] 

５７．２[＋41.7] ⑧ 

福岡県 

 

⑥９７７，３７０[＋680,271] 

   ２９７，０９９[＋223,222] ⑧ 

５，１２４(9) 

５，１３８(9) 

④１９０．７[＋132.8] 

５７．８[＋43.4] ⑦ 



兵庫県☆ 

 

⑦８９６，９０６[＋566,954] 

 ３２９，９５２[＋252,720] ⑦ 

５，４３２(7) 

５，４６９(7) 

⑥１６５．１[＋104.4] 

６０．３[＋46.2] ⑤ 

千葉県★ 

 

⑧８４０，３０８[＋488,766] 

  ３５１，５４２[＋252,032] ⑥ 

６，２７５(6) 

６，２８７(6) 

１３３．９[＋77.9] 

５５．９[＋40.1] ⑨ 

北海道 

 

⑨６４４，６７７[＋425,743] 

  ２１８，９３４[＋158,722] ⑨ 

５，１８３(8) 

５，２２８(8) 

１２４．４[＋82.1] 

４１．９[＋30.3] 

沖縄県 

 

⑩４７２，１００[＋351,904] 

 １２０，１９６[＋70,638] ⑪ 

１，４６８(25) 

１，４４６(25) 

①３２１．６[＋239.7] 

８３．１[＋48.8] ③ 

京都府☆ 

 

⑪４２２，７７４[＋269,781] 

  １５２，９９３[＋117,551] ⑩ 

２，５６１(13) 

２，５７９(13) 

⑥１６５．１[＋105.3] 

５９．３[＋45.6] ⑥ 

静岡県 

 

⑫４２０，５７６[＋300,897] 

  １１９，６７９[＋93,079] ⑫ 

３，６０８(10) 

３，６３５(10) 

１１６．６[＋83.4] 

 ３２．９[＋25.6] 

広島県 

 

⑬３５９，６９９[＋264,882] 

  ９４，８１７[＋73,228] ⑭ 

２，７８０(12) 

２，８０１(12) 

１２９．４[＋95.3] 

 ３３．８[＋26.1] 

茨城県 

 

⑭３１４，１４５[＋202,867] 

  １１１，２７８[＋87,158] ⑬ 

２，８５２(11) 

２，８６８(11) 

１１０．１[＋71.1] 

 ３８．８[＋30.4] 

熊本県 

 

⑮２９１，５９５[＋228,095] 

  ６３，５００[＋49,237] ⑲ 

１，７２８(23) 

１，７３９(23) 

⑤１６８．７[＋132.0] 

 ３６．５[＋28.3] 

鹿児島県 

 

⑯２５５，８６９[＋213,383] 

 ４２，４８６[＋33,437]  

１，５７６(24) 

１，５８８(24) 

⑧１６２．４[＋135.4] 

 ２６．７[＋21.1] 

岐阜県 

 

⑰２４７，４５９[＋180,809] 

  ６６，６５０[＋48,303] ⑱ 

１，９６１(17) 

１，９７９(17) 

１２６．２[＋92.2] 

 ３３．７[＋24.4] 

岡山県 

 

⑱２２８，９７４[＋167,314] 

  ６１，６６０[＋46,576] ⑳ 

１，８７６(20) 

１，８８９(20) 

１２２．１[＋89.2] 

 ３２．６[＋24.7] 

宮城県 

 

⑲２２３，１５３[＋166,526] 

  ５６，６２７[＋40,437] (22) 

２，２９０(14) 

２，３０３(14) 

９７．４[＋72.7] 

 ２４．６[＋17.5] 

三重県 

 

⑳２１２，１８３[＋157,819] 

  ５４，３６４[＋39,758] (23) 

１，７５６(22) 

１，７７１(22) 

１２０．８[＋89.9] 

 ３０．７[＋22.4] 

群馬県 

 

(21)２０１，８８８[＋133,403] 

  ６８，４８５[＋51,927] ⑯ 

１，９２７(18) 

１，９４０(18) 

１０４．８[＋69.2] 

 ３５．３[＋26.8] 

滋賀県 

 

(22)２００，２０２[＋132,065] 

  ６８，１３７[＋55,894] ⑰ 

１，４１１(26) 

１，４１３(26) 

１４１．９[＋93.6] 

 ４８．２[＋39.6] 

栃木県 

 

(23)１９３，１６９[＋132,035] 

  ６１，１３４[＋45,914] (21) 

１，９２１(19) 

１，９３４(19) 

１００．６[＋68.7] 

 ３１．６[＋23.7] 

奈良県 

 

(24)１９２，９３８[＋120,463] 

  ７２，４７５[＋57,113] ⑮ 

１，３１５(29) 

１，３２５(29) 

⑩１４６．７[＋91.6] 

５４．７[＋43.1] ⑩ 

新潟県 

 

(25)１９２，８８４[＋151,773] 

 ４１，１１１[＋33,288] 

２，１７７(15) 

２，２０１(15) 

８８．６[＋69.7] 

１８．９[＋15.3] 



首都圏四都県 

★印 

６，１５７，１３２[＋3,558,560] 

２，５９８，５７２[＋1, 841,810] 

（３２．８％／４０．２％） 

３６，８６１ 

３６，９３７ 

(29.4%/29.3%) 

１６７．０[＋96.5] 

 ７０．３[＋49.9] 

全国平均＋１７．１ 

関西圏三府県 

☆印 

３，２２３，７９０[＋1,954,220] 

１，２６９，５７０[＋957,541] 

（１７．１％／１９．６％） 

１６，７９９ 

１６，８９０ 

(13.4%/13.4%) 

１９１．９[＋116.3] 

 ７５．２[＋56.7] 

全国平均＋４２．０ 

全国全体 

ワク接種 250回 

１８，７９８，４９７[＋12,337,620] 

６，４６０，８７７[＋4,760,325] 

１２５，５０２ 

１２６，２２６ 

１４９．９[＋98.3] 

 ５１．２[＋37.7] 

（注３）各都道府県の人口数は、総務庁統計局の上段２０２１年／下段２０２０年データとした。 

（注４）世界各国の人口千人あたりの感染者数は、右端の結果となった。[＋]は前回からの増加分 

◎世界全体：感染者数 601,550,411[＋119,215,695]人÷人口 7,909,295千人＝７６．１[＋15.1]人 

482,334,716[＋249,534,115]÷7,794,799＝６１．９[＋32.0] 

○米国感染者数①94,280,272[＋14,284,787]人÷人口 336,998千人(3)＝⑦２７９．８[＋42.4]人 

※ワクチン接種 183回 79,995,485[＋36,765,288] ①÷331,003 (3)＝２４１．７[＋111.1] ④ 

○インド感染者数②44,415,723[＋1,393,741]人÷人口 1,407,564千人(2)＝⑫３１．６[＋1.0]人 

※ワクチン接種 150回  43,021,982[＋9,305,531] ②÷1,380,004 (2)＝３１．２[＋6.7] ⑪ 

○フランス感染者数③34,698,583[＋9,451,863]人÷人口 64,531千人(22)＝①５３７．７[＋146.5] 

※ワクチン接種 221回 25,246,720[＋18,152,386] ④÷65,274 (22)＝３８６．８[＋278.1] ① 

○ブラジル感染者数④34,397,205[＋4,539,564]人÷人口 214,326千人(6)＝⑨１６０．５[＋21.2]人 

※ワクチン接種 219回  29,857,641[＋8,475,851] ③÷212,559 (6)＝１４０．５[＋39.9] ⑨ 

○ドイツ：感染者数⑤32,095,854[＋12,603,182]人÷人口 83,409千人(20)＝③３８４．８[＋151.1]人 

※ワクチン接種 221回  19,492,672[＋????] ⑥÷83,784(19)＝２３２．６[＋????] ⑦ 

○英国感染者数⑥23,708,661[＋2,644,350]人÷人口 67,281千人(21)＝⑤３５２．４ [＋39.3]人 

※ワクチン接種 224回 21,064,311[＋13,291,523] ⑤÷67, 886 (21)＝３１０．３ [＋195.8] ② 

○韓国：感染者数⑦23,142,479[＋10,792,051]人÷人口 51,830千人(28)＝②４４６．５[＋208.2] 

※ワクチン接種 248回  12,350,428[＋????] ⑩÷51,269(28)＝２４０．９[＋????] ⑤ 

○イタリア：感染者数⑧21,814,856[＋7,418,573]人÷人口 59,240千人(25)＝④３６８．２[＋125.2]人 

※ワクチン接種 237回  14,396,283[＋????] ⑨÷60,462(23)＝２３８．１[＋????] ⑥ 

○ロシア感染者数⑨19,162,384[＋1,637,200]人÷人口 145,103千人(9)＝⑪１３２．１[＋11.3]人 

※ワクチン接種 119回 17,525,184[＋10,169,301] ⑦÷145, 934 (9)＝１２０．１[＋69.7] ⑩ 

○日本：感染者数⑩18,627,815[＋12,166,938]人÷人口 124,613千人(11)＝⑩１４９．５[＋97.6] 

※ワクチン接種 250回  6,460,877[＋4,760,325]÷126,226(11)＝５１．２[＋37.7]  

○トルコ：感染者数⑪16,671,848[＋1,856,807]人÷人口 84,775千人(18)＝⑧１９６．７[＋21.9]人 

※ワクチン接種 179回  14,815,041[＋7,719,491] ⑧÷84,338 (17)＝１７５．７[＋91.5] ⑧ 

○スペイン：感染者数⑫13,332,976[＋1,881,300]人÷人口 47,487千人(30) ＝⑥２８０．８[＋39.6]人 

※ワクチン接種データなし 11,451,676[＋?????] ⑪÷46,755(30) ＝２４４．９[＋???] ③ 

（注５）世界各国の人口数は、国連統計の上段２０２１年／下段２０２０年データとした。 

（注６）ワクチン接種の数値は国民１００人あたりの接種回数で、ＮＨＫ特設サイト「新型コロナウイル



ス」（８／２８）に掲載されたデータを用いた。その他の国：インドネシア 158回、中国 241回 

 

３．「新型コロナ感染死亡者数」の都道府県別分析 

都道府県別のコロナ感染死亡者数は多い順に、上段の数値データであった。※下段は前回数値データ 

次に、人口百万人あたりの死亡者数を算定すると、右端の結果となった。[＋]は前回からの増加分 

都道府県名 死亡者数［増加分］ 人口数（百万人） 死亡者数／人口百万人 

大阪府☆ ①５，９８９[＋１，３６９] 

４，６２０[＋１，６５４] ① 

８．８０６(3) 

８．８４２(3) 

①６８０[＋１５５] 

 ５２２[＋１８７] ① 

東京都★ ②５，２９３[＋１，１４７] 

４，１４６[＋１，２３８] ② 

１４．０１０(1) 

１４．０６４(1) 

⑤３７８[＋８２] 

 ２９５[＋８８] ⑤ 

神奈川県★ 

 

③２，７５２[＋７４１] 

２，０１１[＋７５４] ④ 

９．２３６(2) 

９．２４０(2) 

⑪２９８[＋８０] 

 ２１８[＋８２] ⑩ 

兵庫県☆ 

 

④２，６１７[＋５２４] 

 ２，０９３[＋７０６] ③ 

５．４３２(7) 

５．４６９(7) 

②４８２[＋９６] 

３８３[＋１２９] ② 

愛知県 

 

⑤２，６０３[＋６４５] 

 １，９５８[＋８２５] ⑤ 

７．５１７(4) 

７．５４６(4) 

⑨３４６[＋８６] 

２５９[＋１０９] ⑧ 

北海道 ⑥２，４０８[＋４８４] 

 １，９２４[＋４５７] ⑥ 

５．１８３(8) 

５．２２８(8) 

③４６５[＋９３] 

 ３６８[＋８８] ③ 

千葉県★ 

 

⑦２，２３５[＋５８２] 

 １，６５３[＋６６０] ⑦ 

６．２７５(6) 

６．２８７(6) 

⑦３５６[＋９３] 

２６３[＋１０５] ⑥ 

埼玉県★ ⑧２，０７６[＋７０７] 

 １，３６９[＋３６５] ⑧ 

７．３４０(5) 

７．３４６(5) 

２８３[＋９６] 

 １８６[＋４９] 

福岡県 ⑨１，７１９[＋６００] 

 １，１１９[＋５１１] ⑨ 

５．１２４(9) 

５．１３８(9) 

⑩３３５[＋１１７] 

 ２１８[＋１００] ⑩ 

京都府☆ 

 

⑩８９９[＋２４４] 

 ６５５[＋３８３] ⑩ 

２．５６１(13) 

２．５７９(13) 

⑧３５１[＋９５] 

２５４[＋１４９] ⑨ 

広島県 

 

⑪６４５[＋１９７] 

 ４４８[＋２５２] ⑪ 

２．７８０(12) 

２．８０１(12) 

２３２[＋７１] 

１６０[＋９０] 

静岡県 

 

⑪６４５[＋２７０] 

 ３７５[＋１７０] ⑬ 

３．６０８(10) 

３．６３５(10) 

１７９[＋７５] 

 １０３[＋４７] 

沖縄県 

 

⑬６０８[＋１７０] 

 ４３８[＋１３６] ⑫ 

１．４６８(25) 

１．４４６(25) 

④４１４[＋１１６] 

３０３[＋９４] ④ 

茨城県 

 

⑭５８０[＋２０５] 

 ３７５[＋１６０] ⑬ 

２．８５２(11) 

２．８６８(11) 

２０３[＋７２] 

 １３１[＋５６] 

熊本県 

 

⑮５３９[＋２６７] 

 ２７２[＋１３７] ⑱ 

１．７２８(23) 

１．７３９(23) 

２１８[＋７３] 

１４４[＋５５] 

奈良県 

 

⑯４７６[＋１３１] 

 ３４５[＋１９６] ⑮ 

１．３１５(29) 

１．３２５(29) 

⑥３６２[＋１００] 

２６０[＋１４８] ⑦ 



岐阜県 ⑯４７６[＋１６６] 

３１０[＋９６] ⑯ 

１．９６１(17) 

１．９７９(17) 

２４２[＋８５] 

 １５７[＋４９] 

三重県 

 

⑱４５１[＋１８６] 

 ２６５[＋１０３] ⑲ 

１．７５６(22) 

１．７７１(22) 

２５７[＋１０６] 

 １５０[＋５９] 

栃木県 

 

⑲４２７[＋１８５] 

２４２[＋１２８] ⑳ 

１．９２１(19) 

１．９３４(19) 

２２２[＋９６] 

 １２５[＋６６] 

群馬県 

 

⑳４２１[＋１４１] 

  ２８０[＋１０８] ⑰ 

１．９２７(18) 

１．９４０(18) 

２１８[＋７３] 

１４４[＋５５] 

鹿児島県 

 

(21)４２０[＋２５０] 

  １７０[＋１０５]  

１．５７６(24) 

１．５８８(24) 

２６６[＋１５９] 

 １０７[＋６６] 

岡山県 (22)３５８[＋１３５] 

  ２２３[＋８８] (21) 

１．８７６(20) 

１．８８９(20) 

１９１[＋７２] 

 １１８[＋４７] 

首都圏四都県 

★印 

１２，３５６[＋３，１７７] 

９，１７９[＋３，０１７] 

（３１．２％／３２．９％） 

３６，８６１ 

３６，９３７ 

(29.4%/29.3%) 

３３５[＋８６] 

 ２４９[＋８２] 

（全国平均＋１９） 

関西圏三府県 

☆印 

９，５０５[＋２，１３７] 

 ７，３６８[＋２，７４３] 

（２４．０％／２６．４％） 

１６，７９９ 

１６，８９０ 

(13.4%/13.4%) 

５６６[＋１２７] 

  ４３６[＋１６２] 

（全国平均＋２５０） 

全国全体 ３９，６１７[＋１１，６７８] 

２７，９３９[＋１０，３１４] 

１２５．５０２ 

１２６．２２６ 

３１６[＋９３] 

 ２２１[＋８１] 

（注７）世界各国の人口百万人あたりの感染死亡者数は、右端の結果となった。[＋]は前回からの増加分 

◎世界全体：感染死亡者数 6,488,538[＋361,069]人÷人口 7,909.295百万人＝８２０[＋46]人 

 6,127,469[＋1,361,611]÷人口 7,794.799＝７８６[＋175] 

○米国：感染死亡者数①1,044,332[＋66,645]人÷人口 336.998百万人(3)＝②３，０９９[＋198]人 

977,687[＋284,632] ①÷人口 331.003 (3)＝２，９５４[＋860] ② 

○ブラジル：死亡者数②683,622[＋24,395]人÷人口 214.326百万人(6)＝①３，１９０[＋113]人 

659,227[＋63,781] ②÷人口 212.559 (6)＝３，１０１[＋300] ① 

○インド：死亡者数③527,799[＋6,729]人÷人口 1,407.564百万人(2)＝⑩３７５[＋5]人 

521,070[＋73,319] ③÷人口 1,380.004 (2)＝３７６[＋52] ⑩ 

○ロシア：死亡者数④376,377[＋16,030]人÷人口 145.103百万人(9)＝⑤２，５９４[＋110]人 

360,347[＋158,493] ④÷人口 145. 934 (9)＝２，４６９[＋1,086] ④ 

○英国：感染死亡者数⑤205,725[＋40,461]人÷人口 67.281百万人(21)＝③３，０５８[＋601]人 

165,264[＋28,518] ⑤÷人口 67. 886 (21)＝２，４３４[＋420] ⑤ 

○イタリア：死亡者数⑥175,407[＋16,530]人÷人口 59.240百万人(25)＝④２，９６１[＋279]人 

          158,877[＋????] ⑥÷人口 60.462(23)＝２，６２８[＋????] ③ 

○インドネシア：死亡者数⑦157,521[＋2,747]人÷人口 273.753百万人(4)＝⑨５７６[＋10]人 

154,774[＋13,065] ⑦÷人口 273.524 (4)＝５６６[＋48] ⑨ 

○フランス：死亡者数⑧155,007[＋12,152]人÷人口 64.531百万人(22)＝⑥２，４０２[＋188]人 



142,855[＋25,507] ⑧÷人口 65. 274 (22)＝２，１８９[＋391] ⑦ 

○ドイツ：死亡者数⑨147,223[＋19,624]人÷人口 83.409百万人(20)＝⑧１，７６５[＋235]人 

         127,599[＋????] ⑨÷人口 83.784(19)＝１，５２３[＋????] ⑧ 

○スペイン：死亡者数⑩112,454[＋10,062]人÷人口 47.487百万人(30)＝⑦２，３６８[＋211]人 

          102,392[＋????] ⑩÷人口 46.755(30)＝２，１９０[＋????] ⑥ 

 

４．「感染者数千人あたりの感染死亡者」の都道府県別分析 

各県感染者数千人あたりの死亡者数を算定すると、右端の結果となった。[＋－]は前回からの増減分 

都道府県名 死亡者数［増加分］ 感染者数千人［増加分］ 死亡者数／感染者千人 

大阪府☆ ①５，９８９[＋１，３６９] (2)１，９０４[＋1,117] ②３．１[－２．８] 

東京都★ ②５，２９３[＋１，１４７] (1)２，９１０[＋1,677] １．８[－１．６] 

神奈川県★ ③２，７５２[＋７４１] (3)１，３５０[＋756] ２．０[－１．４] 

兵庫県☆ ④２，６１７[＋５２４] (7) ８９６[＋566] ③２．９[－３．５] 

愛知県 ⑤２，６０３[＋６４５] (4)１，１９７[＋788] ２．２[－２．６] 

北海道 ⑥２，４０８[＋４８４] (9) ６４４[＋425] ①３．７[－５．１] 

千葉県★ ⑦２，２３５[＋５８２] (8) ８４０[＋488] ２．７[－２．０] 

埼玉県★ ⑧２，０７６[＋７０７] (5)１，０５６[＋636] ２．０[－１．３] 

福岡県 ⑨１，７１９[＋６００] (6) ９７７[＋680] １．８[－２．０] 

京都府☆ ⑩ ８９９[＋２４４] (11) ４２２[＋269] ２．１[－２．２] 

広島県 ⑪ ６４５[＋１９７] (13) ３５９[＋264] １．８[－２．９] 

静岡県 ⑪ ６４５[＋２７０] (12) ４２０[＋300] １．５[－１．７] 

沖縄県 ⑬ ６０８[＋１７０] (10) ４７２[＋351] １．３[－２．４] 

茨城県 ⑭ ５８０[＋２０５] (14) ３１４[＋202] １．８[－１．６] 

熊本県 ⑮ ５３９[＋２６７] (15) ２９１[＋228] １．９[－２．４] 

奈良県 ⑯ ４７６[＋１３１] (24) １９２[＋120] ２．５[－２．３] 

岐阜県 ⑯ ４７６[＋１６６] (17) ２４７[＋180] １．９[－２．８] 

三重県 ⑱ ４５１[＋１８６] (20) ２１２[＋157] ２．１[－２．８] 

栃木県 ⑲ ４２７[＋１８５] (23) １９３[＋132] ２．２[－１．８] 

群馬県 ⑳ ４２１[＋１４１] (21) ２０１[＋133] ２．１[－２．０] 

鹿児島県 (21)４２０[＋２５０] ⑯ ２５５[＋213] １．６[－２．４] 

岡山県 (22)３５８[＋１３５] ⑱ ２２８[＋167] １．６[－２．１] 

首都圏四都県 

★印 

１２，３５６[＋３，１７７] 

（３１．２％） 

６，１５７[＋3,558] 

（３２．８％） 

２．０１[－１．５] 

（全国平均－０．１０） 

関西圏三府県 

☆印 

９，５０５[＋２，１３７] 

（２４．０％） 

３，２２３[＋1,954] 

（１７．１％） 

２．９５[－２．９] 

（全国平均＋０．８４） 

全国全体／平均 ３９，６１７[＋１１，６７８] １８，７９８[＋12,337] ２．１１[－２．２] 

（注８）前回からの増加分[＋]に着目して、『感染者数千人あたりの死亡者数』を試算してみた。 

◎日本全体：感染死亡者数[＋11,678]人÷感染者数[＋12,337]千人＝０．９４人 



○首都圏四都県：感染死亡者数[＋3,177]人÷感染者数[＋3,558]千人＝０．８９人 

○関西圏三府県：感染死亡者数[＋2,137]人÷感染者数[＋1,954]千人＝１．０９人 

 

（注９）世界各国の感染者数千人あたりの死亡者数は、右端の結果となった。[＋－]は前回からの増減分 

◎世界全体：感染死亡者数 6,488,538[＋361,069]人÷感染者数 601,550千人＝１０．８[－1.9] 人 

○米国：感染死亡者数①1,044,332[＋66,645]人÷感染者数 94,280千人(1)＝⑤１１．１[－1.1]人 

○ブラジル：感染死亡者数②683,622[＋24,395]人÷感染者数 34,397千人(4)＝②１９．９[－2.2]人 

○インド：感染死亡者数③527,799[＋6,729]人÷感染者数 44,415千人(2)＝④１１．９[－0.2]人 

○ロシア：感染死亡者数④376,377[＋16,030]人÷感染者数 19,162千人(9)＝③１９．６[－1.0]人 

○英国：感染死亡者数⑤205,725[＋40,461]人÷感染者数 23,708千人(6)＝⑥８．７[＋0.9]人 

○イタリア：感染死亡者数⑥175,407[＋16,530]人÷感染者数 21,814千人(8)＝⑧８．０[－3.0]人 

○インドネシア：死亡者数⑦157,521[＋2,747]人÷感染者数 6,349千人(??)＝①２４．８[－1.0]人 

○フランス：死亡者数⑧155,007[＋12,152]人÷感染者数 34,698千人(3)＝⑩４．５[－1.2]人 

○ドイツ：死亡者数⑨147,223[＋19,624]人÷感染者数 32,095千人(5)＝⑨４．６[－1.9] 人 

○スペイン：死亡者数⑩112,454[＋10,062]人÷感染者数 13,332千人(12)＝⑦８．４[－0.5]人 

（注１０）前回からの増加分[＋]に着目して、『感染者数千人あたりの死亡者数』を試算してみた。 

◎世界全体：感染死亡者数[＋361,069]人÷感染者数[＋119,215]千人＝３．０３人 

○米国：感染死亡者数[＋66,645]人÷感染者数[＋14,284]千人＝４．６６人 

○英国：感染死亡者数[＋40,461]人÷感染者数[＋2,644]千人＝１５．３０人 

 

５．まとめ 

今回の分析では、「上段数値データ[＋]（第７波の４月－８月分新規感染者など）および下段数値デー

タ[＋]（実質第６波の１０月－３月分新規感染者など）」に注目したい。ただし、今回４月－８月データ

は「１５０日分」／１０月－３月データは「１８０日分」と相違するので、その点を考慮する必要あり。 

 

１）２項「感染者数」の都道府県別データについて 

「直近４月－８月分新規感染者（上段数値[＋]）」はオミクロン株が猛威を振るい、かつてない第７波

を迎えて、『首都圏四都県』『関西圏三府県』を含めたすべての都道府県で大幅に増加している。 

「コロナ感染者数／人口数」は、前回と同様『関西圏三府県』＞『首都圏四都県』の結果になった。 

※都道府県別では「①沖縄県」「②大阪府」「③東京都」「④福岡県」が大きい数値になっている。 

（注１１）「コロナ感染者数／人口数（千人）」のこれまでの算定数値の推移は、次のとおりである。 

報告(日付) 首都圏 関西圏 日本全体 米国 英国 世界全体 

第２報(R3.3.1) ５．８ ４．４ ３．４ ８６．６ ６１．８ １４．７ 

第３報(R3.4.1) ６．３ ４．８ ３．７ ９２．２ ６４．４ １６．６ 

第４報(R3.5.1) ７．２ ７．３ ４．７ ９７．９ ６５．６ １９．４ 

第５報(R3.6.1) ８．３ ９．２ ５．９ １０１．１ ６６．６ ２２．０ 

第６報(R3.7.1) ８．９ ９．５ ６．３ １０２．２ ７０．７ ２３．５ 

第７報(R3.8.1) １０．９ １０．３ ７．２ １０５．６ ８６．３ ２５．５ 



第８報(R3.9.1) １８．２ １５．４ １１．７ １１７．２ ９９．６ ２７．８ 

第９報(R3.10.1) ２０．５ １８．５ １３．５ １３０．６ １１４．５ ２９．９ 

第１０報（R4.4.1） 

（占める割合） 

７０．３ 

（40.2%） 

７５．２ 

（19.6%） 

５１．２ 

（100%） 

２４１．７ 

（16.6%） 

３１０．６ 

（4.4%） 

６１．９ 

（100%） 

第１１報（R4. 9.1） 

（占める割合） 

１６７．０ 

（32.8%） 

１９１．９ 

（17.1%） 

１４９．９ 

（100%） 

２７９．８ 

（15.7%） 

３５２．４ 

（3.9%） 

７６．１ 

（100%） 

この算定式の構成上「分母：人口数」は一定で、「分子：これまでの累積感染者数」で毎月増加するた

め、「コロナ感染者数／人口数」の算定結果は増加するのみで減少することはない。注目すべきは急激な

増加分で、関東圏では第７報１０．９⇒第８報１８．２［＋７．３］となり『第５波』になっていた。 

今回は全国的な規模でオミクロン株が猛威を振るい『第７波』となり、日本全体で第１０報５１．２⇒

第９報１４９．９［＋９８．７］と３倍増して、何と『世界１０位』にランク入りしてしまった。 

上表に示すとおり米国・英国と大きな差はなくなり、わが国は「島国」など地理的な条件と『政府の外

出自粛要請などをよく守る国民性』の要因で低い数値になるとは言えなくなってきた。 

 

２）３項「感染死亡者数」の都道府県別データについて 

「直近４月－８月分死亡者（上段数値[＋]）」は、医療機関のひっ迫で全国的に増加傾向にある。 

「感染死亡者数／人口数」は、前回と同様『首都圏四都県』＜＜『関西圏三府県』大差の結果になった。 

※都道府県別では、「①大阪府」「②兵庫県」「③北海道」「④沖縄県」が大きい数値になっている。 

（注１２）「感染死亡者数／人口数（百万人）」のこれまでの算定数値の推移は、次のとおりである。 

報告（日付） 首都圏 関西圏 日本全体 米国 英国 世界全体 

第２報（R3.3.1） ８４ １０７ ６２ １５５１ １８１６ ３２６ 

第３報（R3.4.1） １０４ １１５ ７２ １６７２ １８７９ ３６２ 

第４報（R3.5.1） １１１ １３７ ８１ １７４６ １８９２ ４０９ 

第５報（R3.6.1） １２０ ２１８ １０３ １８０６ １８９６ ４５８ 

第６報（R3.7.1） １２９ ２４８ １１７ １８３６ １９０１ ５０９ 

第７報（R3.8.1） １３３ ２５４ １２０ １８６１ １９２２ ５４４ 

第８報（R3.9.1） １４４ ２５６ １２７ １９２６ １９５６ ５７７ 

第９報（R3.10.1） １６７ ２７４ １４０ ２０９４ ２０１４ ６１１ 

第１０報（R4.4.1） 

（占める割合） 

２４９ 

(32.9%) 

４３６ 

(26.4%) 

２２１ 

(100%) 

２９５４ 

（15.9%） 

２４３４ 

（2.7%） 

７８６ 

(100%) 

第１１報（R4. 9.1） 

（占める割合） 

３３５ 

(31.2%) 

５６６ 

(24.0%) 

３１６ 

(100%) 

３０９９ 

（16.1%） 

３０５８ 

（3.2%） 

８２０ 

(100%) 

この算定式の構成上「分母：人口数」は一定で、「分子：これまでの累積死亡者数」で毎月増加するた

め、「感染死亡者数／人口数」の算定結果は増加するのみで減少することはない。注目すべきは急激な増

加分で、関西圏では第４報１３７⇒第５報２１８［＋８１］で『医療崩壊』の状態になっていた。 

今回はオミクロン株が猛威を振るい全国的な規模で医療機関がひっ迫して、日本全体で第１０報２２

１⇒第１１報３１６［＋９５］と増加しており、この大波を乗り越えて早い終息を願うばかりである。 

※こちらも首都圏・日本全体の数値に対して、米国・英国の数値は１０倍以上である。その低い数値の



要因は「保健所を含む医療機関間の連携連絡」と『国民皆健康保険制度の充実』ではないかと推理する。 

昔は『衣食足りて礼節を知る』でしたが、今は『医食足りて礼節を知る』になったのでしょうか。 

 

３）４項「感染者数千人あたりの感染死亡者数」の都道府県別データについて 

「感染死亡者数／感染者数」は、ワクチン接種による重症化リスク低下などの効果で、全国的に減少傾

向にあり、前回と同様『首都圏四都県』＜『全国平均』＜『関西圏三府県』の結果になった。 

※都道府県別では「①北海道」「②大阪府」「③兵庫県」が比較的大きい数値であった。  

（注１３）「感染死亡者数／感染者数（千人）」のこれまでの算定数値の推移は、次のとおりである。 

報告（日付） 首都圏 関西圏 日本全体 米国 英国 世界全体 

第２報（R3.3.1） １４．５ ２４．２ １８．２ １７．９ ２９．４ ２２．２ 

第３報（R3.4.1） １６．４ ２３．９ １６．４ １８．１ ２９．２ ２１．９ 

第４報（R3.5.1） １５．５ １８．７ １７．３ １７．８ ２８．９ ２１．１ 

第５報（R3.6.1） １４．５ ２３．７ １７．４ １７．９ ２８．５ ２０．８ 

第６報（R3.7.1） １４．４ ２６．１ １８．５ １８．０ ２６．９ ２１．７ 

第７報（R3.8.1） １２．１ ２４．５ １６．６ １７．６ ２２．３ ２１．４ 

第８報（R3.9.1） ７．９ １６．８ １０．９ １６．４ １９．６ ２０．８ 

第９報（R3.10.1） ８．１ １４．８ １０．４ １６．０ １７．６ ２０．５ 

第１０報（R4.4.1） ３．５ ５．８ ４．３ １２．２ ７．８ １２．７ 

第１１報（R4. 9.1） 

（［＋］増加分の試算） 

２．０ 

[0.89] 

２．９ 

[1.09] 

２．１ 

[0.94] 

１１．１ 

[4.66] 

８．７ 

[15.30] 

１０．８ 

[3.03] 

この算定式の構成上「分母：感染者数（ＰＣＲ検査陽性）」が急に多くなっても、「分子：感染死亡者

数」は時間遅れですぐには多くならないので、「感染者数千人あたりの感染死亡者数」の算定方法（分子

／分母）とその算定結果そのものがマクロ・トレンドの把握にとどまる。 

※今回我が国は全国的な規模でかつてない大波『第７波』になったが、オミクロン変異株は感染率が高

いが重症化率が低い点も影響して、この算定結果が小さな数値に収まっている。 

もちろん、高齢者へのワクチン優先接種とともに有効な治療方法が日進月歩で確立していって、「分

子：感染死亡者数」が「分母：感染者数」のように大幅に増加していない点も見逃せない。 

また、分母・分子ともこれまでのデータを累積した合計数値であるため、例えば「米国」のように一度

大きな数値「分子」を発生すると、その後の算定結果（分子／分母）は大きい数値のまま推移する、すな

わち過去を引きずる傾向にある。 

なお上表に示すとおり、［＋］直近増加分に着目した試算では、今回の算定結果が俊敏に対応して小さ

な数値になっていた。この算定方法では過敏に対応して、変動が激しくなる点に留意する必要がある。 

※「分子：感染死亡者数」は、その国の医療機関・保険制度など各種の条件が大いに関係しており、そ

の算定方法（分子／分母）は同じ国内で条件が近いものの比較に適しているが、各種の条件が著しく異な

る外国との比較には適していないように見受けられた。 

以   上                      


